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◆Brand Promise 『新しい原⾵景をこの街に』の実現に向けて

◆Club Vision︓夢と感動と⼀体感の共有に向けて
夢と感動と⼀体感の共有に向けて、教育をキードライバーに、
地域に根ざし、地域と共に歩み、地域と共に発展していきます。

⽔⼾ホーリーホックは、⼦供達の教育プログラム、スポーツを通じた交流機会などを通し、
ステークホルダーの皆様の新しい原⾵景をこの街を創っていきます。

Make Future Project

◆Club Value 各プログラムにおけるキーファクター
協働 チームワークを発揮
本質 なぜを問い続ける
挑戦 前に踏み出す
本物 ⾼いレベルで要求し合う

協働することの⼤切さ
なぜサッカーをするのか、なぜ働くのか
前に踏み出す勇気を伝播
本物が集う場だからこそ得られる気付きを
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⽔⼾ホーリーホックが取り組む⼦供向けプログラムの総称ですMake Future Project

Ⅰ.スポーツ体験教室 ⼦どもたちのボール運動体験およびサッカー体験を通じて、スポーツの楽しさに触れていただくとともに、
⼦どもたちへは⽣きていく姿勢を、⼦どもたちの年代の特徴に応じて伝えていきます。

Ⅱ.チャレンジフェスティバル

Ⅲ.⼈間⼒を育む授業

Ⅳ.プロサッカークラブに学ぶキャリア教育

⾼い志を持つ仲間が集まり、技術向上と健全な⼼⾝の育成を図るとともに、指導者同⼠の情報・意
⾒交換の場としても活⽤し、⾃チーム及び選⼿個々の育成を図るという趣旨のもと、「⽔⼾ホーリー
ホックカップU-13」と、「⽔⼾ホーリーホックユースカップ」からなり、全国から参加チームが集まる⼤会と
して毎年開催しております。

⼩学校での道徳、総合的な学習や特別活動の授業を活⽤し、特別授業を実施（原則クラス毎で
の実施）します。 講師の原体験とともに様々な気づきの機会を与えながら、⼈間⼒の向上に働きか
け、⽣きる⼒を育みます。

前半は、クラブ内の仕事、事業構造など、仕事としてのサッカーを説明し
後半では地域の企業の経営理念、経済連鎖などにふれ、今後のキャリア、またそれに必要な知識や
技能について考えるきっかけを提供します。

◆Value: 協働 チームワークを発揮 協働することの⼤切さ

◆Value: 挑戦 前に踏み出す 前に踏み出す勇気を伝播

◆Value: 本質 なぜを問い続ける なぜサッカーをするのか、なぜ働くのか

◆Value: 本物 ⾼いレベルで要求し合う 本物が集う場だからこそ得られる気付きを
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市⽴船橋⾼校

⽔⼾市⽴
⾒川⼩学校

茨城県⽴桜ノ牧⾼等学校常北校

城⾥町⽴常北中

茨城町⽴⻘葉中学校

鉾⽥市⽴第⼀⾼校附属中学校

Ⅲ.⼈間⼒を育む授業 及び Ⅳ.キャリア教育 2020年度実績校
■⼈間⼒を育む授業
• 10/23(⾦)  講演＠⽔⼾市⽴⾒川⼩学校
• 11/15(⽇)  講義＠いばらき⼦ども⼤学(アツマーレ体育館)
• 1/8(⾦)      放課後教室@⽔⼾市⽴上⼤野⼩学校
• 3/10(⽔)    講義@⽔⼾市⽴鯉淵⼩学校

■その他
• 10/8(⽊)    講演＠市⽴船橋⾼校&同校サッカー部

〜国際理解、国際貢献を通じた⾃⼰の確⽴〜
• 10/26(⽉)  講演＠茨城県⽴桜ノ牧⾼等学校常北校

〜サッカーを通じて得た学び（２時間）
第１部（担当︓冨⽥） あきらめの正体
第２部（担当︓中川） ⽇本とエクアドルの関係性・違い 世界の中の⽇本
第３部 質疑応答 まとめ 〜次世代を担うみなさんへ

• 6⽉〜2021年2⽉ 講義＠流通経済⼤学付属柏⾼等学校
〜⼈間探求〜

• 2/19(⾦)キャリア教育@⽔⼾葵陵⾼校

■キャリア教育
• 10/3(⼟) 講演@鉾⽥第⼀⾼校附属中学校
• 10/15(⽊) 講義&講演＠茨城町⽴⻘葉中学校
• 10/28(⽔) 講義＠城⾥町⽴常北中学校
• 12/1(⽕) 講義@常陸太⽥市⽴瑞⿓中学校
• 3/2(⽕) 講義@東海村⽴東海南中学校
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⼩学校向け︓⼈間⼒を育む授業



【対象】⼩学１〜６年⽣

【講師】プロ選⼿、⼜はプロキャリアや⽇本サッカー協会公認指導者ライセンスを有するスタッフ

【構成】①教室での講話 １時限
②体育館でのアクティビティを通した気付き＋教室での講話 ２時限
③体育館でのアクティビティを通した気付き＆振り返り １時限

【効果】夢、友情、思いやり、助け合い、コミュニケーション、規律性、協調性等にアプローチすることにより
⼈間⼒の向上が期待出来る。

【中⻑期的⽬標】少年⾮⾏率・少年犯罪の減少、平和及び⾮暴⼒⽂化の推進

ʻ⼈間⼒を育む授業ʼ
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メッセージテーマ
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Make Future Project  ⼈間⼒を育む授業

ʻ⼈間⼒を育む授業ʼと道徳科指導必須項⽬との相関
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中学校向け
プロサッカークラブに学ぶキャリア教育

働くことの本質を問う



プログラム内容
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Make Future Project

プロサッカークラブに学ぶキャリア教育 〜働く事の本質を問う〜
50分１コマ・教室での実施

クラブの礎であるミッション・ビジョン・バリューと
クラブの選⼿教育プログラムで策定する選⼿のミッション・ビジョン・バリューを紹介し、
なぜ我々がクラブを運営するのか、なぜ選⼿がサッカーを続けるのか、
ʻ仕事としてのサッカー、をする・⽀えるʼの視点でお伝えすることで、
働くことの意義・意味を⽣徒へ訴求します。

クラブを⽀えてくださる地域のスポンサー企業の経営理念などを
紹介し、ステークホルダー・経済連鎖などの理解を通じて
⾃分たちが住む街・企業を知り、なぜ事業を営むのか、なぜ働くのか、
そんなことを考える機会を提供します。

地元の企業を知り、地元で働き、地元に貢献することの意義を考え、
中⻑期的には、地元の労働⼈⼝増加、まちづくりへとつながることを⽬指した取組です。

×

【前半】 本質 なぜ⽔⼾ホーリーホックはサッカーをするのかを説明

【後半】 本質 地元企業の経営理念から、地域の経済連鎖を理解する

【中⻑期的⽬標】 この街を好きになり、将来この街に還って働く⽣徒を増やしたい



参考︓ʼクラブの本質・クラブ理念ʼ と ʻ選⼿の本質・ミッション・ビジョン・バリューʼ
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クラブの本質・クラブ理念 選⼿の本質・ミッション・ビジョン・バリュー



プログラム内容
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プロサッカークラブに学ぶキャリア教育 〜商流で分類した地域企業とその経済連鎖のイメージ〜

製造 卸・中間 ⼩売り 消費者向けサービス提供企業

薬品

⾷料品

飲料

⾐料

家電

住宅

⾃動⾞

印刷

・
・
・

総合商社

専⾨商社

問屋

市場

スーパー

デパート

コンビニ

ネット販売

専⾨店
・
・
・

・
・
・

インフラ

電気

ガス

⽔

通信
・
・
・

教育

医療

情報

輸送

観光

⾦融

その他サービス
・
・
・
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社会的インパクトの検証
※今後、教育者の皆様・⾃治体の皆様と共に策定予定
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Value Output 短期 中期 ⻑期

本質 教育 機会の増加 労働⼒増加 地域活性化
なぜその事業を営むのか
なぜ働くのかを考え、
まちづくりの担い⼿を育てる

⽔⼾ホーリーホックの選⼿教育プ
ログラム、地域に根差すスポン
サー企業様の経営理念等を紹
介しながら、働く意義、地域への
想いなどを醸成する

キャリア教育プログラム参加⽣徒
数の増加

実施校における地元進学率・地
元就職率を調査

労働⼈⼝増加が与える経済的
インパクト・⽣産⼒増加を検証
する

指標1:プログラム参加⽣徒数
指標2:独⾃アンケート指数

指標:今後協議 指標:今後協議

共通の価値観 実現に向けた取組 結果（Outcome）
持続可能な社会的インパクトの検証に対する考え⽅

中学校向けプログラム・プロサッカークラブに学ぶキャリア教育

本質 教育 機会の増加 少年の⾮⾏率低下 平和な地域会社の実現
⼦ども達の⼈間⼒を⾼め、平和
なまちづくりに貢献する

夢、友情、思いやり、助け合い、
コミュニケーション、規律性、協調
性等にアプローチすることにより
⼈間⼒の向上を⽬指す

プログラム参加児童数の増加 実施地域における少年犯罪率・
少年⾮⾏率を検証

平和な地域社会の実現

指標1:プログラム参加⽣徒数
指標2:独⾃アンケート指数

指標:今後協議 指標:今後協議

⼩学校向けプログラム・⼈間⼒を育む授業



アンケートは３つの要素で構成 全て同じ項⽬を質問し、定量評価をすることで先⽣が抱く期待と⽣徒の満⾜度、次回への期待度を相対的に⾒ることができる
Ⅰ .先⽣︓この授業に対する学校の期待値（主催者の想い）
Ⅱ .⽣徒︓今回の満⾜度（今回の評価 学校の期待値との齟齬を検証）
Ⅲ .⽣徒︓次回への期待度（次回内容への反映）
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指導要領及びプログラム⽬的に沿った項⽬
において定量評価を実施することでプログラ
ムの価値を創り出す
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独⾃アンケート︓短期的成果の検証⼿段

・
・



参考︓⼩学校向けプログラム・ʼ⽣きる⼒を育む⼒ʼプログラムとSDGsの相関
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4.質の⾼い教育をみんなに 〜平和の実現には⼩さな⼀歩から〜
世界平和は、まず⾃分がいい⼈になることから。⽬の前の相⼿を思いやることから始まります。
本プログラムでは、⽬の前の相⼿を思いやり、ルールのもとで協調しながら⽬的達成を⽬指すプロセスで、⾃分⼀⼈が変わることの
効果を実感し、世界を変える原体験となることを⽬指します。

出典︓総務省作成 SDGs指標仮訳より
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参考︓中学校向けプログラム・ʼプロサッカークラブに学ぶキャリア教育ʼとSDGsの相関
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8.働きがいも経済成⻑も 〜スポーツと観光の経済連鎖〜
観光業のスポンサー企業様の経営理念のご紹介や、⽔⼾ホーリーホックが創り出す経済連鎖的なスポーツツーリズム
の紹介を通し、地元における観光業で働く意義・やりがいなどを訴求し、地域における観光⼈⼝拡⼤に寄与します。

11.住み続けられるまちづくりを 〜地元の経営理念を知る原体験から地域定着を〜
地元の企業の営みの本質を知ることで、地元就職・地域定着を⽬指し、指標11.3.1・⼈⼝増加率への貢献、
及び、市⺠社会の象徴として⽔⼾ホーリーホックが都市計画に主体的に参加していくことで、指標11.3.2へ貢献します。

出典︓総務省作成 SDGs指標仮訳より



参考︓地元就職・地域定着に向けて
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出典︓経産省 健康経営の推進について

地元進学︓希望する・どちらかというと希望する 72.1% 地元外進学︓希望する・どちらかというと希望する 30.7%

出典︓マイナビ21年卒⼤学⽣Uターン・地元就職に関する調査



⽔⼾ホーリーホックは、Make Future Projectを通じ、
地域における教育活動に貢献し、地域と共に発展します。
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